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令和３年度 予算要望事項 

 

重点１．新型コロナウィルス対策について 

① 新型コロナウィルスのワクチン接種については、接種を希望される全ての方が、簡

易に接種可能となるよう、市民一人ひとりに寄り添った接種方法を用いること。 

 

② コロナ禍により疲弊し、雇用の維持が危ぶまれる産業に対して、各種産業振興策を

講じるとともに、補助金、給付金、公共料金減免での経営下支えを行うこと。 

 

③ コロナ禍の中で、社会的弱者に対して切れ目のない福祉サービスを提供すること。 

 

④ 個人市民税の大幅な減少により財政の自由度が縮小されることを踏まえ、各種事業

の便益と費用をより明確にすること。 

 

重点 2.市制施行 15周年に対して 

① 市制施行 15 周年を大きな区切りと捉え、合併効果を検証するとともに、市民の絆

を深め、「大自然のシンフォニー 文化交流のまちくろべ」をより推進していくた

め、多様な市民が参加できる事業を行うこと。 

 

重点３.学校再編と教育環境について 

① 市内小学校の再編について、校区を含め、基本となる教育環境のあるべき姿やその

具体的な選択肢を市民に対して示すための全体スケジュールを検討し公表するこ

と。 

 

② GIGAスクールの推進を踏まえ、ハード機器を学校教育に活かせるよう人材育成や施

設整備について講じること。 

 

 

重点４.「KOKOくろべ」について 

① 道の駅「KOKO くろべ」について、市民の便益を高めるとともに計画とおりに開業

できるよう国・県・関係団体と連携を深めること。 

② 農産物直売所について、受け入れ態勢を支援するとともに、市内耕作者が安心して

多様な園芸作物を栽培出荷できるよう施策を講じること。 
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重点５.図書館をコアとした（仮称）くろべ市民交流センターについて 

① （仮称）くろべ市民交流センターについて、開業までに必要な経費を明示するとと

もに、管理運営体制を確立し、推定利用者見込みやランニングコストなどを明示す

ること。 

 

 

１． 「まち・ひと・しごと創生」の推進について 

① 中小零細企業が Society5.0 に対応できるよう、光ファイバー網整備などハード整

備を進めること。また、黒部から世界に発信できる産業の育成強化に取り組み、地

域の躍動につながる産業・社会の活性化に努めること。 

 

② 3 か年計画の 2 年目となることから、KPI について中間検証を行うなど目標の達成

に向け引き続き取り組むこと。 

 

 

２． より住みやすい黒部にむけて 

① 一人暮らしの高齢者世帯の増加、中山間地域の過疎化に対応するため、交通弱者の

立場に立った利便性の高い公共サービスの充実と高齢者の外出機会を拡大させる

ような交通網の整備充実を図ること。 

 

② 介護支援の推進については、要介護者を持つ家族の日常生活支援を第一とし、病院

と介護施設・地域が連携した情報共有や地域包括ケアシステムの充実、医療から介

護へのスムーズな移行体制の強化に引き続き取り組むこと。 

 

 

３． 産業支援について 

① 新石田企業団地を早期に売却し、地元企業の活性化や新規企業誘致による魅力ある

就業機会の創出を企業と共に早急に進めること。併せて、人口減少に伴う労働力不

足に対応するため、労働生産性向上にむけた支援策を講じること。 

 

② 農業経営体が農家所得の安定により継続的に農業が続けることができるよう水田

をフル活用することを基本として、野菜振興などの特産品の奨励、６次産業化など

による地産地消や商品化、ICTを利用した効率的農業の支援に取り組むこと。 
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③ 集落営農や認定農家の事業継承指導や、耕作放棄地や小区画変形水田など流動化が

難しい水田の基盤整備などへの支援、効率の良い集約化への誘導により継続できる

農業環境整備に取り組むこと。 

 

④ 森林の果たす役割を再認識するとともに、里山・山林を守る活動が継続的に実施で

きるよう、荒廃が著しい林道等の整備に予算を増額すること。 

 

⑤ 魚価の安定化による漁業の経営安定と担い手の掘り起こしを図るとともに、ヒラメ、

キジハタ、ベニズワイガニの特産品奨励策に支援すること。 

 

⑥ 関西電力黒部ルートの一般開放が着実に進行するよう県と連携を深め、宇奈月温泉

開湯 100周年にむけて、市内の観光産業の育成強化に努めること。また、観光産業

が裾野の広い産業であることから、来訪客が消費した果実を、市内で分配していく

ような産業構造への誘導策を推進していくこと。 

 

 

４. 継続的な黒部の魅力発信について 

① 新川地域の玄関口として黒部宇奈月温泉駅の利便性を高めるため、利用者ニーズを

的確に把握し対応すること。また、東口ロータリーの一般開放、芝生広場の活用な

ど駅周辺の賑わい創出のため施策を講じること。 

 

② 立山黒部を愛する会、立山黒部ジオパーク等の活動を通して、黒部の魅力である大

自然のダイナミズムを発信するとともに、国内外の関係団体とのネットワーク拡大

や貢献活動を通して、ジオパークの将来構想を明確に提示すること。 

 

③ 1 年延期された「2020 東京オリンピック・パラリンピック」については、「インド 

アーチェリーチーム」の合宿に向けて、競技団体などの関係団体とともに協力して

臨むこと。及び、ホストタウンとして来訪される国・チームとの市民交流を創出し

ていくこと。 

 

④ 2019年のシアターオリンピックスのレガシーを後世に引き継ぎ、黒部シアター２０

２０などの事業を通して、文化交流の街を目指し続けるため黒部市独自の施策を継

続していくこと。 
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５. 中山間地域における持続可能な社会の形成について 

① 中山間地における短期的、中長期的な現実の課題を明らかにし、それぞれの地域の

特徴に応じた再生に努めること。 

 

② 富山県中山間地域における持続可能な地域社会の形成に関する条例を踏まえ、県と

連動して積極的に予算化していくこと。 

 

 

６． 有害鳥獣対策に恒久的な電気柵設置と捕獲技術向上への技術指導を 

① 耐雪型の電気柵の設置を国・県と連動して進めること。併せて、引き続き耐雪型の

設置導入に向けて、中山間地の各地域への支援体制を継続すること。 

 

② CSF（豚熱）の影響により野生イノシシの商品化ができない状況を踏まえ、早期に

有害鳥獣処理解体施設が正常運営できるよう国、県と連携して取り組むこと。 

 

 

７．安心できる地域医療体制について 

① 新改革プランの後継計画を早期に取りまとめ、健全経営の指針を示すこと。併せて、

富山県地域医療構想や afterコロナの社会下における公的病院の役割を明確にする

こと。 

 

② 新川地域における看護師養成機関の創設に向け県に対して働きかけを強化すること。 

 

 

８. 子育て支援策について 

① 市内保育施設（保育所・幼稚園）について地域に根付いた施設運営が行われること

を前提に、少子化の進行を踏まえ、再編や民間委託など市内全体の将来展望につい

て課題を明示すること。 

 

② 中学生以下の生徒・児童・未就学児に対して、インフルエンザ予防接種費用の一部

を助成すること。 

 

③ 放課後児童クラブについて、運営主体の役割を明確化するとともに、市内各クラブ
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のサービス水準が一定以上となるよう、引き続き指導すること。 

 

④ 多子世帯を支援することへの優先度を高め、これまでの事業を検証し、多子世帯へ

と誘導する施策を講じること。 

 

 

９． 防災・減災について 

① 各地域の実情に応じた防災体制の見直しを進め、態勢強化を着実に進めること。ま

た、指定避難所と指定避難場所の違いを明確にしたうえで、市民に災害の種類に応

じた避難意識を醸成すること。 

  

② 国・県など関係機関に対して一層の強い働きかけを行い、下新川海岸の浸食及び緊

急課題となっている黒部川上流部の著しい土砂堆積に対して具体的対策を講ずる

こと。 

 

 

10． 道路網の整備について 

① 黒部宇奈月縦貫道路の延伸に向け、県に対してより力強い働きかけを行い、完成ま

でのスケジュールの具体化を求めること。併せて、沿線整備について具体的な課題

を明示すること。 

 

② 供用開始により交通量の増加した国道８号、背骨道路等のより一層の安全対策を講

じること。 

 

③ 機械除雪を基本とした除雪体制整備のため、関係業者との連携を図るとともに、日

中除雪も充実すること。消雪装置の点検整備の徹底を図ること。 

 

 

11． 市民ひとり一スポーツ推進のための施設改修を 

① 高齢者世代が、身近に健康づくりや生涯スポーツを楽しめるよう、施設のバリアフ

リー整備や各種プログラムの充実など「ひとり一スポーツ」の推進をすること。 

 

② カーター記念黒部名水マラソンを通したまちづくりを進めるため、総合公園内に全
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天候型・夜間も走行可能なランニングコースの整備を検討すること。 

 

 

12.持続可能な自治体運営について 

① 「黒部市公共施設の再編に関する基本計画」に基づき、利用者が限定されない施設

について、早期の個別計画（実施計画）を示すとともに、遊休地の利用、処分を進

めること。 

 

② 地区要望等にあがる公共インフラの修繕、長寿命化について、その優先度を示し予

算の増額とともに予算の効率化を進めること。併せて、進行中の事業について精査

を行い必要予算の全容を明示すること。 

 

③ 一般会計から特別会計への操出については、持続可能な自治体運営を見据え市民一

人当たりの負担金額など、市民税が減少していく中でも持続可能な運営となるよう、

分かりやすい基準を設けること。 

 


